
中学生向け数学       中学校      学年 氏名 

（問題が Ｇ：良い、Ａ：基本、Ｄ：よく出る、Ｓ：新規性、Ｈ：高水準、Ｆ：標準的） 

★（４０点必須）、★★（６０点必須）★★★（７５点必須） 

★★★２３６ｇ０９１０２３証明       難易度３ 

右の図で線分ＡＢ上に点Ｃをとり、線分ＡＣを１辺とした 

正六角形ＡＣＤＥＦＧと線分ＣＢを１辺とした 

正六角形ＣＢＨＩＪＫをつくる。さらに、 

ＡとＫ、ＢとＤを結び、△ＡＣＫと△ＤＣＢをつくるとき、 

次の１）、２）の問に答えよ。 

１）△ＡＣＫと△ＤＣＢが合同になることを証明せよ。 

 

 

 

 

 

 

 

 

２）三平方を習ってない人は解けません。 

ＡＣ＝３ｃｍ、ＣＢ＝４ｃｍのとき△ＤＣＢの面積を求めよ。 
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問題の解き方と復習のポイント 

１）△ＡＣＫと△ＤＣＢにおいて 

ＫＣ＝ＢＣ   （正六角形の１辺）・・・① 

ＡＣ＝ＤＣ   （正六角形の１辺）・・・② 

∠ＫＣＡ＋∠ＫＣＤ＝２４０°正六角形の内角 

∠ＢＣＤ＋∠ＫＣＤ＝２４０°正六角形の内角 

上より∠ＫＣＡ＝∠ＢＣＤ/･････････③ 

 

①、②、③より２辺とその間の角がそれぞれ等しいので 

△ＡＣＫ≡△ＤＣＢ  である。 

 

 

２）∠ＤＣＢ＝６０°  正六角形の外角だから 

  点ＤからＢＣに垂線をおろしＣＢとの交点をＴとすると、△ＤＣＴは 

６０－３０－９０°の直角三角形である。 

三平方の定理からＤＣ＝３ｃｍだから 
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２１
△ＤＣＢの面積＝４ ＝３３　　ｃｍ

２

である。


